
「勘定合って銭足らず」ということわざ、ご存知ですか。このことわざは、計算は合っている

のにお金がない状態を指します（意味はググってみてください）。

どうしてこのような状態になるのかといえば、お金のやりくり（資金繰り）がうまくいってい

ないからです。法人の貸借対照表に未収金という勘定科目はありませんか。未収金10万円と書い

てあれば、将来10万円を受け取る権利があることを意味しますよね。ところが、その10万円を

受け取る前に8万円の支払いをしなければならないときどうしますか。お財布（金庫）の中に8

万円以上のお金があれば支払いはできますが、5万円しかない場合には全額の支払いができません。

お金の出と入りはちゃんと記帳しているのに、入ってくるお金と

出ていくお金のタイミングのズレがこのような状態を生み出して

しまいます（会社の黒字倒産の理由の一つがこれです）。

NPOバンクの融資申込に際しては資金繰り表を提出してい

ただきます。審査委員は、この表によって、法人の皆さんが入出

金のタイミングのズレを認識しているかどうかを見定めているわ

けです。

（北海道NPOバンク審査委員長 大原昌明）

2010 年４月

Ｖｏｌ. ３３

連載コラム：【第４回 資金繰りは大事ですよ！ 】

多重債務問題の解決と安心して利用できる貸金市場の構築を目的に、貸金業法が改正になります。

完全施行は6月。現法制下では、ＮＰＯバンクは貸金業登録をすることでしか融資を行うことはでき

ません。改正貸金業法により「指定信用情報機関制度の創設」、「総量規制の導入」、「貸付業務に3

年以上従事した者の確保」など、様々な規制を受けることになり、ＮＰＯバンクの運営、及び新規創設は

難しくなります。

北海道ＮＰＯバンクでは、1月28日、民主党本部で開催された「『新しい公共』づくりをめざした市

民と民主党の政策形成プロジェクト」にて、さらに、先日の「道州制特別区域提案検討委員会」にて、北

海道ＮＰＯバンクの北村理事・事務局長が改正貸金業法の課題について発言。また、ＮＰＯバンクなどの

金融ＮＰＯ金融ＮＰＯの受け皿となる法制度（NPOバンク法）の確立を含め、全国ＮＰＯバンク連絡会

と連携し、政府に働きかけを行っております。

詳しくは全国ＮＰＯバンク連絡会 公開文書をご覧ください。

⇒http://npobank.net/documents.html



◆北海道ＮＰＯバンクの第３０回融資が決定しました。

今回融資を行う３団体をご紹介します◆

ＮＰＯバンク融資申込みのお知らせ
● 第３１回融資 → 申込開始２０１０年４月１６日～５月７日／融資実行６月中旬以降

＊上記日程はあくまで予定ですので事務局までお問い合わせ下さい＊

融資の詳細についてはHPでもお知らせしています http://npobank.dosanko.org/

ブログ始めました！ http://blog.canpan.info/npobank_h

ＮＰＯ法人 コミュネット楽創

法人設立以降「障がいの有無に関わらず、皆が自分の人生に希望を持てる社会の創出」を大きな目的とし、支援の

実践の中から「生きることと働くことの強い結びつき」を実感。4月からは新たに就労移行支援事業所開設を予定

しています。今回の融資を有意義に使わせていただき、当法人の理念である“自分力をいかし、そしてわかちあう”

ということを、この事業を通じて実践していきたいと思います

◆融資金額 ２００万円（運転資金） ◆住所 札幌市白石区南郷通6丁目北４－１

◆代表 山本 創 ◆TEL ０１１－８６７―０７５５

◆URL http://raku-sou.hp.infoseek.co.jp/

ＮＰＯ法人 民族歌舞団こぶし座

こぶし座は、1965年に函館で生まれ、主に北海道で活動している専門集団です。伝統を受け継ぎ、民族芸能

の素晴らしさや北海道の歴史と生活を伝える創作を目指して一般公演・学校公演・保育園公演の他、各種催しで

の公演、踊りや笛・太鼓の講座なども行っています（年間120～130回）創立以来、広い北海道を舞台にして、

生きる喜び・働く誇り・明日への夢、さまざまな人の想いをおりこんで、民族芸能を通して語りあってきました。

私たちはこれからも、人と人との心をつなぎ、生きてゆく力になれるような芸能を広げていきたいと願っていま

す。

◆融資金額 ２00万円（運転資金） ◆住所 函館市陣川町１２２－１７５

◆代表 横井 正人 ◆TEL 01３８－５４－２８５９

◆ＵＲＬ http://www.18.ocn.ne.jp/”kobusiza/

ＮＰＯ法人 全国精神障がい者地域生活支援センター

障がい者も気軽に地域の中で生活し、地域の人と普通に交流できる。そんな地域コミュニティを作りたい。ＮＰ

Ｏ法人全国精神障がい者地域生活支援センターは、障がいを持つ当事者が中心に運営しているＮＰＯ法人です。

活動を通して差別や偏見は地域コミュニティの中で自然になくなっていくことを学びました。平成 20 年 11 月か

ら中島廉売商店街に事務所を引越し、中島れんばい横丁等の事業を開始し、就労継続支援Ｂ型事業所として「地

域サービスセンターはこだて」を、平成 21 年 11 月に開設し、看護師、介護福祉士、栄養士、調理師、ヘルパー

２級、の専門職を配置し、障がいが理由で就労が困難だったり、コミュニケーションがとりづらいなどの理由で

離職するなど、一般雇用が困難な身体、知的、精神障がい者の就労支援事業を行っています。

◆融資金額 200万円（運転資金） ◆住所 函館市中島町１2番15号

◆代表 能登 正勝 ◆TEL ０１３８－５１－００２６

◆URL http://hakodate-grieenlc.org/


